




●サブテーマ

●演題募集について

●テーマ

●プログラム

●参加登録・参加費

公募シンポジウム・一般演題（口演・ポスターセッション）の公募を
スタートします。
演題募集期間：2013年12月20日（金）～ 2014年2月28日（金）

演題登録条件：

①登録者はJaSPCANもしくはISPCANの会員であ
ること。（団体会員可）

②公募シンポジウム・一般演題口演・一般演題ポ
スターいずれも、お一人1演題ずつまでとさせ
ていただきます。

③公募シンポジウムの代表者・各発表者全員、一
般演題の筆頭演者は、登録時に、抄録を提出し
ていただきます。採択された場合、JaSPCAN(2
日間)もしくは全日程の参加登録が必要です。

④ISPCAN世界会議への演題登録を日本語でご希
望なさる方は事務局にご相談ください。

￥60,000 ￥65,000 ￥71,500

￥76,000 ￥81,500 ￥87,500

￥15,000 ￥17,000 ￥20,000

￥18,000 ￥20,000 ￥23,000

参加登録は 3 月 1 日（土）より開始いたします。
登録は世界会議ホームページより行えます。URL　http://www.ispcancongress2014.org/

JaSPCAN開会式

本部主催講演等、公募シンポジウム①

本部主催講演等、公募シンポジウム②

ISPCAN開会式（オープニング・セレモニー）

基調講演①

ウェルカム・レセプション

9月14日（日）

9月13日（土）

9月16日（火）

9月17日（水）9月15日（月・祝）

基調講演②、一般演題（口演）、
スポンサード・セッション、
ポスター・セッション

基調講演③、一般演題（口演）、
スポンサード・セッション、
アジアン・セッション、
ポスター・セッション

基調講演④、一般演題（口演）、
スポンサード・セッション、
ポスター・セッション

基調講演⑤、一般演題（口演）、
ポスター・セッション

カルチャー・ディナー

午前

午後

午前

午後

午前

昼

18:00–

新興国プログラム、ユース・プログラム
プレコンファレンス

基調講演⑥、一般演題（口演）、
スポンサード・セッション、
ポスター・セッション

閉会式、クロージング・セレモニー

10:00–10:30

10:30–12:30

13:30–15:30

16:00–17:00

17:00–18:00

18:00–

2014年3月1日
～ 5月31日

2014年6月1日
～ 8月10日

2014年8月11日
～当日

ISPCAN会員
JaSPCAN会員

JaSPCAN会員

非会員

非会員

全プログラム参加 
9月14日～17日
昼食・ウェルカム
レセプション含む

  JaSPCAN
プログラム参加
9月14日～15日

早期申込み 通常申込み 直前申込み
当日参加 

参加費

【参加申込の注意】
＊ 全プログラムの参加費には、9月14日夕方

のウェルカム・レセプション参加費と9月15
日～ 16日の昼食代・飲物代が含まれます。

＊ 全プログラムの参加者は、9月16日夜のカ
ルチャー・ディナーにご参加（有料）いた
だけます。

＊ JaSPCANコースの参加費に飲食は含まれ
ません。

＊ マスター・クラスの参加費は別料金ですが、子ども
虐待分野の世界的権威による総説を受講できます。
マスター・クラスは、全プログラム参加者だけでな
く、JaSPCANの参加者でも受講できます。ただし、9月
14日(日)の日中は、ジョイント・プログラムのうち日
本語主体のセッションが同時並行で実施されている
ことをご承知おきください。

●ご挨拶 www.ispcancongress2014.org/
日本では子ども虐待の相談は増加の一途をたどり、死亡事例も

後を絶ちません。一方、防止の取り組みをいち早く始めた海外で
は、通告数が減少している国もあります。世界のさまざまな状況を
知り、対話を重ねて、虐待防止の方策をより良いものにするのは
我々大人の責務です。

この度、日本子ども虐待防止学会（JaSPCAN）と子どもの虐待防
止に世界的規模で40年前から取り組んできた国際子ども虐待防止
学会（ISPCAN）が共催で2014年9月14 ～ 17日に「子ども虐待防止世
界会議  名古屋  2014」を開催します。

9月14日（日）・15日（祝）はJaSPCANとISPCANのジョイント・セッ
ションで、14日（日）は海外および国内の講師の講演に加えて、通常
のJaSPCANと同じ日本語のみの公募シンポジウムも行います。同
日夕方からのオープニング・セレモニーで国際学会が開始され、
15日（祝）からは研究・実践の報告が国際的に交換されます。

JaSPCAN学術集会として日本人向けにご発表なさりたい方の、
日本語での口演やポスターも公募いたします。ぜひ、一般演題にご
応募ください。

また、前日の13日（土）には新興国プログラム、ユース・プログラ
ム、プレコンファレンスなどが、14日（日）にはJaSPCANプログラム
とは平行になりますが、マスター・クラスも用意されています。

 海外の参加者と日本の参加者のコミュニケーションを促進す
るため、講演や一部の重要なセッションは4日間を通じて同時通訳
をご用意いたしております。海外の虐待防止の状況を知り、日本の
状況を発信する貴重な機会です。

この機会に多くの議論を通して、日本の、そして世界の子どもた
ちに笑顔を届ける一助となれば幸いです。多くのみなさまのご参
加をお待ちしております。

●基調講演のご案内

１　子ども虐待に対応する社会制度の発展への挑戦
２　世代間連鎖を断つ子どもと家族のケア
３　妊娠期からの親子支援
４　子ども虐待の予防と虐待の被害者の治療など、虐待対応に関わる機関・人材の育成
５　災害の被害を受けた子どもたちのための社会制度の開発

　『基調講演』は、子ども虐待と関連したトピックを世界的
権威の方が講演されるものです。
　今回は、子どもへの暴力が大きなテーマとなっています。
講師は、国連本部とユニセフの双方からお一人ずつ、子ど
もの虐待問題を担当されている方にお話しいただける予定
となっています。
　また、共同大会長である小林美智子 JaSPCAN 会長から、
「日本における子ども虐待への取り組みの流れと今後の課
題」に関する講演も予定しています。
　その他、ケンプ賞受賞者による講演など、合計６題の講
演が実施されます。

●マスター・クラスのご案内

　14日（日）には『マスター・クラス』プログラム（別
料金）が実施されます。
　下記のテーマで、それぞれの分野のスペシャリス
トが講義いたします。

1．多機関連携の視点から見た性虐待対応
2．虐待予防としてのペアレンティング
3．心理的トラウマに対する治療技法
4．乳幼児精神保健を含めたメンタル・ヘルス

詳細は、後日ホームページにてご案内いたします。
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子ども中心の社会に向けて：   過去から学び、未来に向けて行動しよう子ども中心の社会に向けて：   過去から学び、未来に向けて行動しよう

●プログラム、講演者は予告無く変更する場合があります。

※会員になるためには JaSPCAN〔HP〕http://www.jaspcan.org/よりお申し込みください。

※JaSPCAN プログラム（2 日間）参加者は別料金となります。

●日本語での発表は、『第20回JaSPCAN学術集会』における発表と
なりますので、以下のホームページからご登録ください。

　【世界会議HP】 URL　http://www.ispcancongress2014.org/

●英語での発表は、『第20回ISPCAN世界会議』における発表となり
ますので、ISPCANのホームページからご登録ください。

　【ISPCAN HP】 URL　http://www.ispcan.org/

14日と 15日は　（第 20回 ISPCAN・第 20回 JaSPCAN合同開催）
16日と 17日は　（第 20回 ISPCAN大会のみの開催）

子ども虐待防止世界会議 名古屋 2014 共同大会長
JaSPCAN会長

小林 美智子
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●プログラム、講演者は予告無く変更する場合があります。
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●日本語での発表は、『第20回JaSPCAN学術集会』における発表と
なりますので、以下のホームページからご登録ください。

　【世界会議HP】 URL　http://www.ispcancongress2014.org/

●英語での発表は、『第20回ISPCAN世界会議』における発表となり
ますので、ISPCANのホームページからご登録ください。

　【ISPCAN HP】 URL　http://www.ispcan.org/

14日と 15日は　（第 20回 ISPCAN・第 20回 JaSPCAN合同開催）
16日と 17日は　（第 20回 ISPCAN大会のみの開催）

子ども虐待防止世界会議 名古屋 2014 共同大会長
JaSPCAN会長
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